
これより、2017年度第１四半期実績についてご説明し

ます。

決算の具体的内容に先立ちまして、当期より変更し

た３点についてご説明します。

 １点目は、従来、各リージョンの実績に含まれていた

プロフェッショナル事業のアカウンタビリティーを明確

にするため、独立セグメントとしました。

 ２点目は、当社グループ内の取引体系を見直しまし

た。

グローバルマトリクス組織に合わせ、責任と権限の範

囲をリージョンへ大幅に委譲したことによるものです。

これに伴い、全社コストの配賦基準の見直しも行って

います。
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最後に、米州、欧州事業の一部管理体制の変更です。

各リージョンで市場の変化に迅速に対応するというマト

リクス組織のマネジメントの考え方に則り、当期より、米

州のブランドホルダーに区分していたUKのベアエッセ

ンシャルおよび「NARS」のオペレーションを欧州に、一

方で、欧州のブランドホルダーに計上していたラテンア

メリカにおけるフレグランス事業を米州に移管していま

す。

これら３つのポイントは、連結トータルの業績に影響あ

りませんが、 事業セグメント別の売上、利益に影響し

ております。

なお、プロフェッショナル事業の独立および欧米事業の

管理体制の一部変更については、前期のセグメント情報

に反映しております。
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 2017年度第１四半期実績のポイントをまとめました。

売上高、営業利益ともに、第１四半期としては過去最

高の実績となりました。

売上高は、外貨前年比プラス１０．７％の

２,３２５億円。

成長モメンタムは高いレベルで維持できており、新ブ

ランドも着実に上乗せとなった結果、２ケタの成長を確

保しました。

戦略的に投資強化を続けてきたプレステージ領域で

は、日本、中国、トラベルリテールにおいてブランド力

が大きく向上しています。特に、拡大する中国のお客

さまのニーズをとらえ、需要を大きく獲得し、

この領域では他社を凌駕する成長を続けています。
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また、新たに加わった「Laura Mercier」は想定通り成

長性を拡大し、「Dolce&Gabbana」は未だ漸減傾向で

はあるものの、計画通りの推移となっています。

 さらに、ベアエッセンシャル、中国のコスメティクスブラ

ンド、日本のパーソナルケア事業の改善に向けた取り

組みをスタートさせた第１四半期となりました。

営業利益は、前年比９．３％増の２４１億円。

ブランド力向上により、既存ビジネスで稼ぐ力がつい

てきました。また、プレステージ領域の拡大による原価

率の低減、ROIの向上、好調が続く日本、中国、

トラベルリテールでの収益性向上、そして、コスト構造

改革や費用の効率運用が貢献しました。
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なお、四半期純利益は、

前年から１３３億円減益の１４０億円です。
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 昨年からの売上増減を要因別に記載しました。

 ご覧のように、既存事業がプラス１０５億円、

５％の増収と引き続き、成長を続けています。

 これに、「Laura Mercier」「Dolce＆Gabbana」が

１４０億円上乗せとなり、外貨ベースの前年比は

プラス１０．７％となりました。
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続いて、報告セグメント別の売上実績ですが、

既存ビジネスの成長に加え、欧米では新ブランドも上

乗せとなり、結果、すべての地域で売上成長を果たし

ました。

特に、2015年から成長軌道に転換した日本が引き続

き成長を維持し、プラス２．５％、2016年から成長性を

回復した中国がプラス２１％、戦略的に投資を強化し

ているトラベルリテールがプラス８１％と、全社の成長

に貢献しました。
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次に、セグメント別の実績です。

日本事業の売上高は、１,０１１億円。

前年比でプラス２．５％の増収となりました。

営業利益は前年比プラス１１．５％の増益。

売上増に伴い、人件費および経費の比率が低下した

ことに加え、プレステージブランドのROI向上と

パーソナルケアの育成ブランドの絞り込みにより、

収益性が向上しました。
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店頭の状況をまとめました。

第１四半期では、市場成長率がプラス１～２％に対し

て、当社はプラス４％と昨年に引き続き成長モメンタム

を維持しています。

ご覧のとおり、インバウンドを除く、日本のお客さまの

購買も拡大しています。これは、2015年度よりイノベー

ションをスタートさせた中高価格帯のブランドが着実に

力をつけてきており、引き続き、好調を維持しているこ

とが大きく貢献しています。

また、中国の人気アプリとインフルエンサーを活用し

たマーケティングを実施するなど、戦略的にアジア全

域でマーケティング展開を連動させることで、インバウ

ンド需要を大きく獲得しました。

こうした取り組みにより、インバウンド売上も前年比プ

ラス３０％の１３０億円となりました。

ちなみに、デパートにおける当社のインバウンド客数

増は前年比プラス５４％と、訪日観光客数増のプラス

１４%を大きく上回りました。

8



 インバウンドについてもう少し詳しくお伝えします。

これは中国人訪日客を分析しているものです。

ポイントは２つです。

 1点目は、訪日中国人女性の化粧品購入率の高まり

です。

訪日１回目の中国人女性の化粧品購入率は約８０％

ですが、２回、３回と増えるにつれて、化粧品購入率も

それぞれ８７％、８８％と高まっていくことが当社の調

査で分かってきました。家電などの製品とは異なり、

化粧品はお土産用だけでなく自分用としても購入され

、定期的なリピートが期待できると考えられます。

 2点目は、日本で買った商品を中国に帰国後、

リピート購入した経験がある女性の割合が、約５０%に

のぼるということです。
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 この２つのポイントを最大限活かすために、

各空港で大々的なプロモーションや広告展開に

投資を強化したり、「エリクシール」のように日本の

ドラッグストアで、中国で起用しているモデルのPOPを

展開するなど、エリアを超えたマーケティングを展開し

ています。

このように、アジア全域でブランドを展開できる体制と

ブランド力が備わっている点は、当社の強みだと考え

ています。また、こうした強みをさらに発揮できるよう

にボーダレスでCRMの仕組みを構築し、お客さまの購

買行動の変化をマーケティングに即座に反映できるよ

う、この優位性をさらに盤石なものとしていきます。
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各ブランドの状況をまとめました。ブランドイノベーショ

ン以降、好調を維持している中高価格帯ブランドと

前年の壁を上回ることができなかったブランドで、明暗

が分かれる結果となりました。

プレステージ事業は、発売後４年目に入る「SHISEIDO

アルティミューン」が２ケタ成長したほか、

「クレ・ド・ポー ボーテ」「イプサ」についても、国内の

ブランド愛用者のお客さまが継続的に増加しており、と

もに２ケタ成長しました。

専門店事業は、「ベネフィーク」で昨年発売した美容液「

ハイドロジーニアス」が大きく成長し、１０％程度の成長

。また、デパート限定で展開していた

「SHISEIDO」も、今までの取り扱いチャネルの制限をな

くし、専門店などでも展開を始めました。ブランドのター

ゲット層との接点を拡大することで、さらなる成長を実

現していきます。

 コスメティクス事業は、「マキアージュ」が継続愛用率の

高いファンデーションと下地を徹底して強化したことに

より、大きくシェアを拡大しました。「エリクシール」も継

続愛用率の高い化粧水、乳液が好調を維持し、

１０%近く成長しています。このように店頭売上では成長

を維持したものの、「HAKU」の美容液や「エリクシール

ホワイト」の新製品規模が昨年は大きく、出荷売上に関

しては、若干前年を下回りました。
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パーソナルケア事業は、前年比マイナス５．９％。

「シーブリーズ」がＣＭモデルを決めるシンデレラ

オーディションなどをきっかけに、女子高生中心に愛

用者を拡大した結果、前年を大きく上回りました。

一方、昨年パーソナルケア事業に移管した「AG DEO

２４」「マシェリ」「UNO」の３ブランドが配荷店拡大に伴

う出荷増の反動減により、事業全体では前年を下回り

ました。パーソナルケア事業については、引き続き投

資の優先順位を明確にし、対策を講じてまいります。

また、３社のジョイントベンチャーとなったジャパンリテ

ールイノベーションでは、３社共同の売場展開が実現

しています。

マーチャンダイジングの総合力により、売場展開力や

売場集客力が高まったことで、協働取り組み企業の中

でも、カテゴリーNo.1を実現した商品が出てきていま

す。今後も、こうした取り組みを通じてパーソナルケア

事業の強化を進めていきます。
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 ４月に発表した、しわ改善新商品や「資生堂 表情 プ

ロジェクト」についてご説明します。

 すでに御案内のとおり、有効成分純粋レチノールを配

合した商品の第１弾として、「エリクシール」より

「エンリッチド リンクルクリーム S」を、当初計画から繰

り上げ、6月21日に発売します。

この画期的な商品は、研究技術開発力の成果もさる

ことながら、2月の認可から、この4月にCM展開をスタ

ートするといった、スピード感のある対応が社内でで

きるようになったことも、現在取り組んでいる

一つの改革成果だと考えています。
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 プレス発表後、よく「なぜ効果の高い商品を『エリクシ

ール』という中価格帯ブランドで最初に展開するのか

？」と質問を受けますが、日本女性の三大肌悩みのう

ち、一つがしわとなります。女性の中には、このしわが

気になって、思いっきり笑うことを躊躇してしまうという

方が多くいらっしゃると聞いています。

こうした生活者の視点に立てば、一人でも多くの女性

にこのしわ改善の効果を実感してもらいたいという想

いが先にたちました。

また、当社が美白市場を創造したように、新たなしわ

改善の市場を開拓するのも一つの使命だと考えてい

ます。

 そのため、お客さまが購入しやすい価格帯の「エリク

シール」から導入することに決めたわけです。

今後は市場創造に向けて、美白の時のようにこの

シーズをブランド横断で展開していきます。
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次に、中国事業です。

売上高は、３５５億円、

現地通貨ベースでプラス２１．０％と市場の伸びを大き

く上回る成長を遂げました。２０％を超える成長は２０

１２年以来となります。

営業利益は６６億円と大幅増益、集客力が高い春節

や婦人節があり、比較的マーケティング投資効率が高

い第１四半期ではあるものの、利益率は１８．６％と大

きく向上しました。

 これはブランド力が向上したプレステージ領域が大き

く成長し、原価率が低減していることに加え、

Eコマースでの展開を含めて、ブランドROIも高くなって

きていることが大きく貢献しています。
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中国の好調要因をまとめています。

中国の成長を大きく牽引したのは、プレステージブラ

ンドとＥコマースを中心に事業展開しているパーソナ

ルケアブランドです。

プレステージ領域では、全てのブランドが中国のお客

さまからの支持を拡大し、６０％を超える伸長で、大き

くシェアを拡大しています。

また今期から、Ｅコマースへの投資強化を始め、

店頭で会うことができないお客さまへもリーチすること

ができています。

その結果、Eコマース売上に占めるプレステージブラ

ンドの割合が前年同期の１ケタ前半から、

当期は１０%近くまで上昇するなど、お客さまの購買行

動の多様化に迅速に対応できています。
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また、パーソナルケア、コスメティクスのEコマース展

開強化により中国事業のEコマース売上は３０％を超

えた伸長となり、ブランドの成長を加速させています。

一方、ローカライズマーケティングを展開している

「エリクシール」も広告等の投資強化により、ブランド

イメージを再構築しながら計画通り進んでいます。

そして、３月にリニューアル第１弾として商品を強化し

た「オプレ」は、単月ながらマイナス成長からプラス成

長へ転換し、計画通りのスタートを切りました。今後は

商品力強化を進め、ブランドを再構築していきます。

また、「Za」や「PURE&MILD」については、

Ｅコマース、セルフ展開の強化によりビジネスモデル

の転換を着実に進めていきます。
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続いて、アジアパシフィックです。

売上高は１３３億円、

プラス１１．５％の成長となりました。

アジアでは、中国、日本に次ぐ市場でありながら、

2013年まで苦戦していた韓国での成長に拍車がかか

っています。2014年から成長に転換し、この第１四半

期はプラス２１％の成長となりました。

プレステージブランドや「SENKA」などのブランド力が

ついてきていることに加え、そのことを実現する現地ト

ップがリードする組織力向上が最大のポイントだと考

えています。

このようにアジアでも、変化に迅速に対応できるようお

客さまとの接点に、責任と権限を委譲した成果が出て

います。

営業利益は、プレステージブランドの売上拡大により

プロダクトミックスが好転したことに加えて、当期より取

引体系および全社コストの配賦基準を見直し、

ブランドホルダー機能がない同リージョンは配賦額が

減少したことなどにより、前年比プラス１０８．４％とな

る２７億円となりました。
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次に米州です。

売上高は、新ブランドの増収があったものの、市場成

長の鈍化と競争環境の激化に加え、原料の供給問題

による生産の遅れや「Dolce&Gabbana」などの供給不

足など、サプライチェーンにおける問題も影響し、前年

比プラス４．９％の３１１億円にとどまりました。

なお、「Laura Mercier」「Dolce＆Gabbana」の影響を除

くと、現地通貨ベースで前年に対して

マイナス２２％となりました。

営業利益は、既存ビジネスの減収に伴い、各費用の

比率が悪化したことに加え、「Laura Mercier」のインテ

グレーションに向けた先行投資が第１四半期に出てい

ること、デジタル強化の先行投資が含まれていること

などから、前年より３３億円損失増の３７億円の営業

損失です。
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 「bareMirerals」と「Laura Mercier」について、もう少し詳

しく説明します。

昨年末、ベアエッセンシャルは、本社をサンフランシス

コからニューヨークに移すなど、ゼロベースでの抜本

的な構造改革をスタートさせました。

第1四半期は、昨年末から想定していた米国大手百貨

店の閉鎖影響や、スペシャリティストアなどリテーラー

内での競争環境の激化により、成長軌道へは転換し

ていません。

 １月に刷新した新マネジメントのもと、

主力のファンデーションに関して、急成長するミレニア

ル世代のニーズに対し、デジタルマーケティングを一

層強化するなど、ブランド再構築への具体的なアクシ

ョンプランを組み立てており、今年後半での成長をめ

ざします。

一方、「Laura Mercier」はスペシャリティストアで成長を

続けています。アメリカ地域本社内のインテグレーショ

ンも順調に進んでおり、より早期のシナジー創出をめ

ざしていきます。
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17

次に欧州です。

売上高は、現地通貨ベースで前年比プラス２３．１％

の２６５億円となりました。

なお、「Dolce&Gabbana」の影響を除くと、現地通貨ベ

ースで前年に対して実質＋６％の成長です。

市場の減速感がある中、既存ブランドは成長、

「Dolce&Gabbana」は、ほぼ計画通りとなりました。

一方、営業利益については、今年後半以降の

「Dolce&Gabbana」の新製品開発やプロモーション開

発の先行投資を第１四半期に計上していることも影

響し、２１億円の営業損失となりました。



 フレグランスビジネスについて、少し補足します。

まず、「Dolce&Gabbana」ですが、第１四半期は供給

不足が発生したこともあり、店頭売上は厳しい状況が

続きました。こうした状況に至急対応すべく、当社フラ

ンス工場での生産開始を当初より早め３月からスター

トさせました。また、積極的にマーケティング展開やブ

ランド開発を行っていることから、第１四半期ではまだ

売上と利益のバランスにおいては、費用が先行する

時期となります。

また先月発表した通り、2017年１２月末をもって、

バーバリー社とフレグランス、化粧品に関するディスト

リビューション契約を終了することで基本合意してい

ます。

 これは、フレグランスビジネスでの収益性改善に向け

たブランドポートフォリオの組み替えを推進している

中で進めてきたものです。詳細については、最終合

意に向けた交渉の最中のためコメントを差し控えます

が、これにより、フレグランスブランドの選択と集中が

進み、「Dolce&Gabbana」などのコアブランドの成長を

より加速し、最適な事業ポートフォリオ、成長基盤を

構築することができると考えています。
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次にトラベルリテールです。

戦略的に積極的な投資を続けていることから、

店頭売上は昨年の２倍を記録し、出荷売上はプラス８

１．０％の１１０億円と、昨年以上に成長を加速できま

した。

ブランド別では「クレ・ド・ポー ボーテ」の成長率が約３

倍、「ＮＡＲＳ」と「アネッサ」が２倍を超え、主力の

「SHISEIDO」も１．４倍と飛躍的に成長しています。

エリアでは、韓国が３倍以上、中国も１．７倍となりまし

た。店数がプラス数パーセントと増えていない中、リテ

ーラーとの関係を強化したことにより、売場の位置が

良くなったり、スペースが増えていることもプラスに働き

、１店あたりの売上が大きく伸びています。

こうしたトラベルリテールでの成長は、それぞれの地場

のマーケットに大きく影響し、中国や韓国のように相乗

効果を発揮しています。

また、売上を飛躍的に拡大できていることから、差益

が大きく増え、営業利益は前年比プラス１３０．７％の３

７億円、費用効率が全てにおいて向上し、利益率も３３

．７％と過去最高となり、全社利益に大きく貢献しまし

た。
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最後に、プロフェッショナル事業です。

売上高は、１０８億円、

現地通貨ベースでプラス５．８％の成長。

営業利益は、増収に伴う差益増に加え、マーケティン

グ費用の発生時期のズレなどが影響し、収益性がプ

ラス６．８ポイント改善しました。

今回初めての開示となるプロフェッショナル事業です

が、日本、中国、アジアを中心とする「SHISEIDO

PROFESSIONAL」と米州を中心とするZotos社の２つ

が、主なビジネスとなります。売上構成は米州で約６

割、日本で約３割、中国、アジアを合わせて

約１割となっています。当期は米州を中心に展開して

いるZotos社が好調なことから、安定的に成長をして

います。
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最後に、改めて2017年度の期初計画に定めたキーア

クションについて進捗をまとめています。

注力領域ですが、プレステージ、日本発ブランドにつ

いては、それぞれのブランド力が増し、成長性の加速

とともに、稼ぐ力も高まってきました。

また、デジタル・Eコマースについては当初計画を上回

る進捗です。

課題への取り組みについては、スタートしたばかりで

あり、成果を評価する時期ではないと考えています。

引き続き、具体的なアクションプログラムを実施しなが

ら、各プログラムのKPIをトラッキングし、成果を見極め

、再構築を進めていきます。

最後に「プロダクティビティの向上」についてですが、ま

ずはバーバリー社とのディストリビューション契約終了

など、ブランドポートフォリオの再構築を具体的に実行

しています。非効率を生み出しているSKUの削減につ

いても、対象商品の特定が終わり、具体的に着手し始

めるとともに、将来的にSKU数が増えないKPIの策定

にも取り組んでいます。本件についてみなさまに詳細

をお伝えできるのは今年の後半あたりになると考えて

います。
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 この第１四半期は、計画通り、順調なスタートを切った

と考えています。売上も利益も過去最高を更新し、トレ

ンド的にはベターではありますが、３カ月の実績で年

間見通しを変更することはしません。第２四半期発表

時に様々な状況を見極めて、改めて年間見通しの話

をしたいと思います。

先行き不透明感が漂う中でも、様々な領域で情報技

術の進化やSNSの浸透が進み、お客さまの意識や購

買行動の変化が加速しています。このお客さまの変

化に加え、競合環境の変化も増しており、いかに迅速

に対応できるか、さらには、その先を読み切って対策

を先に講じることができるかが、勝負を決していくと考

えています。

そのため、各リージョンに責任と権限を委譲しつつ、ヘ

ッドクオーターでしっかり会社のガバナンスを効かせて

経営していくことが重要であり、日々グローバルで瞬

時に情報を共有しながら、様々な判断を迅速にしてい

ます。

 このように組織能力を高めながら、企業のグローバル

化に向けて日々のオペレーションを実践していくことで

、必ず世界で勝つ日本発のグローバルビュー

ティーカンパニーを実現していきますので、引き続き資

生堂にご期待ください。私からは以上です。
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補⾜１ 売上⾼ 報告セグメント別 第１四半期実績

（億円、％）

2017年度 2016年度
前年差 前年⽐ 外貨

前年⽐構成⽐ 構成⽐

⽇ 本 1,011 43.5 987 46.3 +24 +2.5 +2.5

中 国 355 15.3 309 14.5 +46 +14.9 +21.0

アジアパシフィック 133 5.7 116 5.4 +17 +14.3 +11.5

⽶ 州 311 13.4 300 14.1 +10 +3.4 +4.9
※１、2

欧 州 265 11.4 225 10.6 +40 +17.6 ＋23.1
※１、3

トラベルリテール 110 4.7 62 2.9 +48 +77.8 +81.0

プロフェッショナル 108 4.6 103 4.8 +5 +4.7 +5.8

そ の 他 33 1.4 31 1.4 +2 +7.0 +7.0

合 計 2,325 100 2,133 100 +192 +9.0 +10.7

※1 従来、⽶州事業に計上していたUKの「bareMinerals」および「NARS」などについては、当期より欧州事業へ計上
従来、欧州事業に計上していたラテンアメリカのフレグランス事業については、当期より⽶州事業へ計上

※2 「Laura Mercier」「Dolce&Gabbana」の影響を除く実質売上前年⽐△22％
※3 「Dolce&Gabbana」の影響を除く実質売上前年⽐+６％
※4 セグメント変更については、補⾜資料６を参照
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補⾜２ 営業利益 報告セグメント別 第１四半期実績

※ 営業利益率は、セグメント間の内部売上⾼を含めた売上に対する⽐率

（億円、％）

2017年度 2016年度
前年差 前年⽐

営業利益率 営業利益率

⽇ 本 199 18.3 179 17.4 +21 +11.5

中 国 66 18.6 35 11.3 +31 +88.6

アジアパシフィック 27 19.6 13 11.0 +14 +108.4

⽶ 州 △37 △10.8 △4 △1.2 △33 ー

欧 州 △21 △7.6 △0 △0.1 △21 ー

ト ラ ベ ル リ テ ー ル 37 33.7 16 26.0 +21 +130.7

プロフェッショナル 4 4.1 △3 △2.7 +7 ー

そ の 他 △21 △10.2 △19 △14.8 △2 ー

⼩ 計 254 9.6 216 9.4 +37 +17.2

調 整 額 △12 ー ５ ー △17 ー

合 計 241 10.4 221 10.4 +20 +9.3



補⾜３ 売上⾼ 事業別 第１四半期実績
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コスメティ
クス
△3

（△0％）

プレステージ
+138

（＋17％）

パーソナル
ケア
＋11

（＋5％）

プロフェッ
ショナル
+6

（＋6％）

フレグランス
+76

（+55％）

その他※2
△0
（ー）

為替影響
△36

2016年度
第1四半期

2017年度
第1四半期

2,325
+192

（+10.7％）2,133

2,179
+76

（+4％）

上：前年差 億円
下：（外貨前年⽐）

※1 各事業の前年差および外貨前年⽐は、期初想定の為替レートベースにて算出
※2 「その他」には、想定レートと実勢レートの差が含まれる
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補⾜４ 販売管理費 第1四半期実績

（億円、％）

2017年度

前年⽐ 増減 為替影響を
除く増減売上⽐ 率差

販 売 管 理 費 1,539 66.2 +0.5 +9.7 +137 +161

M コ ス ト 767 33.0 △0.0 +8.8 +62 +76

ブランド開発費
研 究 開 発 費 100 4.3 +0.7 +29.1 +23 +24

⼈ 件 費 305 13.1 △0.1 +9.0 +25 +29

経 費 366 15.8 △0.1 +7.8 +27 +31
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補⾜５ 貸借対照表

（億円）

2017/
3末 増減

(対2016/12末)

為替
除く 為替

流 動 資 産 4,266 △53 +19 △72

現 預 ⾦ ・
有 価 証 券 1,125 △156 △137 △19

売 上 債 権 1,457 +90 +114 △24

た な 卸 資 産 1,226 +69 +91 △22

固 定 資 産 4,956 △71 +12 △83

有形固定資産 1,568 +6 +20 △14

無形固定資産 2,403 △60 +13 △74

投 資 そ の 他 985 △17 △21 +5

資 産 計 9,222 △124 +31 △155

（億円）

2017/
3末 増減

（対2016/12末）

為替
除く 為替

負 債 5,056 △151 △98 △53

仕 ⼊ 債 務 ・
未 払 ⾦ 1,120 △148 △137 △11

有 利 ⼦ 負 債 1,334 +129 +132 △4

退 職 給 付 に 係 る
負 債 937 △8 △7 △0

純 資 産 4,166 +27 +129 △102

株 主 資 本 4,021 +101 ー ー

そ の 他 包 括 利 益
累 計 額 △78 △87 ー ー

⾮ ⽀ 配 株 主 持 分 214 +13 ー ー

負 債 ・ 純 資 産 計 9,222 △124 +31 △155
使⽤為替レート

⾃⼰資本⽐率 42.8%
有利⼦負債⽐率 24.3% (DG商標権⽀払いに係る⻑期未払⾦を除く)

2017/3末：ドル＝112.2円、ユーロ＝119.8円、中国元＝16.3円
2016/12末：ドル＝116.5円、ユーロ＝122.7円、中国元＝16.8円

※主要な勘定科⽬のみ
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補⾜６ 新旧報告セグメントの主な構成要素について
2017年

セグメント 主な事業領域

⽇本
⽇本での事業全般、⽇本のTR 
（BE、LM、PF除く）

中国 中国エリアでの事業全般
（BE、LM、TR、PF除く）

アジア
パシフィック

⽇本、中国を除くアジアおよびオセアニ
アでの事業全般
（BE、LM、TR、PF除く）

⽶州 ⽶州エリアでの事業全般
（TR、PF除く）

欧州
EMEAエリアでの事業全般
（LM、TR除く）

トラベル
リテール

⽇本を除く全世界の免税店エリアでの事
業全般
（フレグランス事業※2のTR除く）

プロフェッショナル 全世界のプロフェッショナル事業全般

その他 ⽣産事業、フロンティアサイエンス事業、
飲⾷業等

2016年
セグメント 主な事業領域

⽇本
⽇本エリアでの事業全般、⽇本国内
のTR
（BE、LM除く）

中国 中国エリアでの事業全般
（BE、LM、TR除く）

アジア
パシフィック

⽇本、中国を除くアジアおよびオセ
アニアでの事業全般
（BE、LM、TR除く）

⽶州
⽶州エリアでの事業全般および、
BE、LM、Zotos社
（TR除く）

欧州
EMEAエリアでの事業全般および、
フレグランス事業※2
（BE、LM、TR除く）

トラベル
リテール

⽇本を除く全世界の免税店エリアで
の事業全般
（フレグランス事業※2のTR除く）

※1 従来、欧州、TRを除く各事業に計上していたプロフェッショナル事業について、当期よりプロフェッショナル事業へ計上
※2 フレグランス事業には、「SHISEIDO」のフレグランスを除き、「Dolce&Gabbana」「ISSEY MIYAKE」「narciso rodriguez」

などを含む
※3 従来、⽶州事業に計上していたUKの「bareMinerals」および「NARS」などについては、当期より欧州事業へ計上

従来、欧州事業に計上していたラテンアメリカのフレグランス事業については、当期より⽶州事業へ計上

BE：ベアエッセンシャル LM：「Laura Mercier」「RéVive」
TR：トラベルリテール事業 PF：プロフェッショナル事業
EMEA：Europe, the Middle East and Africa


